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第 4 回 ｢ 故 郷 を 離 れ 暮 ら す こ と ｡ そ う し て 繋 が る 文 化 ヒ 人｣

日 時 : 1 2 月 1 9 日 ( 水) 1 9 : 0 0 ～ 2 1 : 3 0 1 了了言言うてす
~~~~~~
丁
】

会 場 : b o o k c a f e 火 星 の 庵

仙 台 市青 葉 区 本 町 1 - 1 4 - 3 0 - 1 F

会 費 : 2
,
0 0 0 円 ( ブ ラ ジ ル 料 理 付 き)

定員 : 2 0 名

主 催 : せ ん だ い コ ミ ュ ニ テ ィ カ フ ェ t
,
a b l e

申 込 : 0 7 0 - 6 9 5 4 - 3 1 5 6 ( せ ん だ い コ ミ ュ ニ テ ィ カ フ ェ t , a bl e 皆川)

又は
.
s e n d a i c o m m u c a f e @ g m a il . c o m

お 父さ ん が仙 台 市出 身 の 日 系 ブラ ジル 2 世 の ヴ ァ レリ ア さ ん ｡ ポ ル ト ガル 語

講師 を し な が ら ､
ブ ラ ジ ル の お料理 合 や ラ イ ヴ ヒ と も に ､

ブ ラ ジ ル の 日 系

社会 や 日 本 の ブ ラ ジル 系[] 系人 吐 合 の 歴 史 ･ 文 化紹 介を して き ま し た ｡ 震災

後 は ､ お祖 父 さ ん の 出 身で あ る 宮城 野 区 蒲生 の 人 々 が 暮ら す ､
岡 田 の 仮 設

住宅 を中 ㍑ に ､ 県外 の ブ ラ ジル の 団体 と 協カ L て炊 き 出 L を 行 っ たり ､ 支援

グ ッ ズ の 販 売を した り と 活動 を続 け て い ま す｡ お い L い ブラ ジ ル 料理 を 食 べ

な が ら
､

｢ 故 郷｣ を 離れ る と い う こ と ､
｢ 文 化｣ の こ と ､ 共 に 暮 ら す 生 き 方

な ど
一

緒 に 考 え て み ま せ ん か ｡

B r a zil C a f e h t t p :/ / b l o g .1i v e d o o r .j p / v a l e ri a
｣
S e n d a i/

ゲ ス ト : 大 槻 ヴ ァ レリ ア ハ ル エ さ ん

ブ ラ ジ ル ･ サ ン パ ウ ロ 生 まれ 育 ち の 日 系 2 世 ｡

1 9 9 5 年 に 東 北 大学 歯学部で技術 研 修す る た め に

来 日 ｡
そ の 後結婚 し て 仙 台 で 生活 ｡

ポ ル ト ガ ル 語

の 講師 ､
ブ ラ ジ ル の 文 化 の 紹介 ､ 講演 会 ､ 国際

交流 イ ベ ン ト ､ 多 文 化 共 生 プ ロ グ ラ ム な ど で

幅 広 〈 活躍 ｡

せ ん だ い

コ ミ ュ ニ テ ィ カ フ ェ

準 備 室 は ､ ｢ t , a b l e ｣

( ダ ブ レ) と 名 前 が

決 ま り ま L た 上

せ ん だ い コ ミ ュ ニ ティ カ フ ェ t , a b l e

震災時 に 体 験 し た ､
ラ イ フ ラ イ ン の 遮 断に よ る 便利か ら 切 り 離 さ れ た経 験

を経 て
､
改 め て ｢ 温ら L の 在り す｣ や ｢ 人 と 人 の コ ミ ュ ニ ケ

ー

シ ョ ン｣ が

重要 だ と 薫 し ま した ｡ そ こ で ､ 色々 な 人 が気軽 に集ま り フ ラ ッ ト に 話 L を

交わ し ､ 情報 を 共有 ･ 交換 で き る ｢鳩｣ を 創る 活 動 を し て い き ま す｡
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